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下
館
河
川
事
務
所
管
内
の
茨
城
県
つ
く
ば
市

桜
中
学
校
二
年
生
、
古
賀
結
花
（
こ
が
ゆ
い
か
）
さ

ん
の
“
絵
手
紙
”
作
品
が
優
秀
賞
（
国
土
交
通
事

務
次
官
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
河
川
愛
護
月
間
（
七
月
）
の

進
特
別
事
業
と
し
て
、
全
国
の
小
学
生
・
中
学

生
・
高
校
生
及
び
一
般
の
方
々
を
対
象
に｢
河
川

愛
護
月
間｣

《
絵
手
紙
》
の
募
集
が
あ
り
、
全
国
各
地

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
絵
手
紙
二
千
四
十
五
作
品
か

二
十
点
が
入
賞
し
た
も
の
で
す
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
一
日
、
下

館
河
川
事
務
所
で
は
、
取
手
市
と
合
同

で
小
貝
川
洪
水
危
機
管
理
演
習
を
実

施
し
ま
し
た
。

洪
水
危
機
管
理
演
習
で
は
、
実
際
の

災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
洪
水
対
策
及

び
重
大
災
害
対
策
へ
の
判
断
･
指

導
･
実
施
が
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応

す
る
た
め
に
、
下
館
河
川
事
務
所
の
職

員
と
沿
川
自
治
体
の
職
員
が
、
情
報
伝

達
や
、
避
難
勧
告
の
発
令
の
検
討
、
災

害
復
旧
工
法
の
検
討
等
な
ど
の
実
働

演
習
を
行
い
、
災
害
対
応
の
充
実
を
継

続
的
に
は
か
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
鬼
怒
川
危
機
管
理
演
習

（
常
総
市
と
合
同
で
実
施
）
に
引
き
続

き
、
本
年
度
は
下
館
河
川
事
務
所
と
取

手
市
が
連
携
し
、
小
貝
川
に
お
い
て
洪

水
に
よ
る
堤
防
決
壊
が
発
生
し
た
こ

と
を
想
定
し
て
地
域
住
民
の
避
難
訓

練
な
ど
も
含
め
た
演
習
を
行
い
ま
し

た
。昨

年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
鬼
怒
川
・
小
貝
川
に
お
い
て
も
堤

防
な
ど
多
く
の
箇
所
が
被
災
し
て
現

在
本
格
的
復
旧
工
事
に
あ
た
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
防
災
意
識
の
向
上
を

高
め
て
い
く
必
要
を
感
じ
て
い
る
今
、

実
働
訓
練
や
地
域
と
の
連
携
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
引
き
続
き
災
害
に
備

え
て
参
り
ま
す
。

鬼
怒
川
及
び
小
貝
川
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し

河
川
空
間
の
適
正
な
保
全
と
利
用
を
図
る
と
と
も

に
、
両
川
を
介
し
た
地
域
の
交
流
を
促
進
す
る
こ

と
に
よ
り
流
域
の
好
ま
し
い
地
域
づ
く
り
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
流
域
二
十
四
市
町
、
茨
城
県
、

栃
木
県
、
国
土
交
通
省
で
構
成
し
て
い
る
「
鬼
怒

川
・
小
貝
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
で
は
、

今
年
も
一
月
か
ら
二
月
頃
に
か
け
て
鬼
怒
川
・

小
貝
川
流
域
を
上
下
流
で
四
つ
に
分
け
た
各
ブ

ロ
ッ
ク
部
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

パネル展を開催場所
（１都９県２５箇所のうち茨城県・栃木県分） 東

日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
一
年
が
経
ち
ま

す
。
大
震
災
で
は
関
東
地
方
で
も
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
で

は
、
東
日
本
大
震
災
で
の
復
旧
・
復
興
へ
の
取
り

組
み
や
今
後
の
大
規
模
災
害
に
備
え
た
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
を
す
る
パ
ネ
ル
展
を
、
一
都

九
県
二
十
五
箇
所
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

鬼
怒
川
・

小
貝
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

ブ
ロ
ッ
ク
部
会
を
開
催
中

（
古
賀
さ
ん
）｢

絵
に
川
の
大
切
さ
を
表
わ
し
た
か
っ

川
の
自
然
の
表
現
や
子
供
た
ち
の
表
情
を
表
わ
す
こ

に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
川
を

守
り
伝
え
る
こ
と
の
願
い

を
込
め
て
書
き
ま
し
た
。｣

つ
く
ば
市
の
中
学
生

川
の
《
絵
手
紙
》
優
秀
賞
受
賞

（
河
川
愛
護
月
間
応
募
作
品1月31日校長室にて

『
小
貝
川
洪
水
危
機
管
理
演
習
』
河
川
管
理
者
・
自
治
体
・
市
民
が
連
携
し
実
施
!

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
河
川
の
安
全
確
保
に

万
全
を
期
す
る
た
め
、
河
川
の
許
可
工
作
物
の
管

理
状
況
等
を
検
査
す
る
履
行
検
査
を
毎
年
出
水
期

前
の
五
月
頃
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
鬼
怒
川
・
小
貝
川
に
は
、
農
業
用
水
の

取
水
の
た
め
に
三
月
下
旬
頃
か
ら
堰
が
閉
ま
り
、

施
設
の
一
部
が
湛
水
す
る
箇
所
が
あ
る
た
め
、
水

が
た
ま
る
前
で
な
け
れ
ば
検
査
が
で
き
な
い
箇
所

に
つ
い
て
施
設
の
機
能
や
構
造
の
安
全
点
検
を
二

月
中
に
行
い
、
的
確
な
施
設
管
理
に
努
め
て
い
ま

す
。

河床の堆積や

管内の点検状況

※開催時間は、場所に応じて事なります。

ぜひご覧になってください！

｢

東
日
本
大
震
災
と
防
災
」パ
ネ
ル
展

各
都
県
庁
、
道
の
駅
、
Ｓ
Ａ
・Ｐ
Ａ
等
で
開
催
し
ま
す

つくば市立桜中学校二年生古賀結花さんの

※

こ
の
受
賞
が
河
川

愛
護
意
識
の
醸
成
や

河
川
美
化
の
推
進
に

つ
な
が
っ
て
い
く
事

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

河
川
の
許
可
工
作
物
を

水
が
少
な
い
時
期
に

事
前
検
査

取手市長と下館河川事務所長

間のホットラインにより、重要

情報の迅速で確実な共有がな

されスムーズな意思決定・対

応実行がされました。

取手市災害対策本部

水防活動状況、河川や内

水の被害情報、今後の水

位予測、浸水予測を収集・

整理し、避難勧告発令等を

判断し住民の安全確保や

避難状況把握の演習を実

施しました。
国交省職員を被害が集中

した取手市へ派遣し、積極

的に情報の収集や提供を

する訓練を行いました。

河川及び被害の情報等の収

集・整理・伝達・共有、自治体

への情報提供、重大災害（堤

防決壊）に関する先行的な浸

水予測及び対応、迅速的確な

災害対応（内水排除・堤防被

害の対応）、広報の各種訓練

を行いました。

市役所からの避難勧告発令を合図に 取手市南町地区の住民が 指定された

取手市民

取手市長 下館河川事務所長
（電話を利用したホットライン）

湛水前であれば確認できる

箇所の検査をします

操作記録や図面と照合して確認中

情報連絡員派遣（通称リエゾン）

下館河川事務所洪水対策支部

水が少ない時期には

施設内や河床の堆積物等の

状況が確認できます

立
さ事

推
川

地ら
っ
た
。

こ
と

賞品
）

1月31日校長室にて

事務所長から表彰状伝達
つくば市立桜中学校二年生古賀結花さんの

優秀賞（国土交通事務次官賞）作品

市役所からの避難勧告発令を合図に、取手市南町地区の住民が、指定された

宮和田小学校に一時避難し、その後市役所に安全に避難する訓練を実施しました。


